
平成１７年度 医療問題特別委員会行政視察報告書 

平成 18 年 1 月 23 日 

1. 日程     平成 18 年 1 月 17 日～18 日 

2. 視察先    大分県中津市(人口 86,526 人 面積 491.08km2) 中津市民病院 

3. 視察項目  ・中津市民病院の基本理念   ・国立病院から市民病院への経緯や理由 

・病院会計の現況         ・市内開業医との連携     等について 

4. 視察者    今井 詔一委員長  茂岡明与司副委員長  田沢 弘一委員  

高井 保委員   大関 勝正委員  樋口 浩二委員  佐野正三良委員 

            同行 近藤 直樹健康課課長補佐  

随行 藤田 理恵議会事務局主査    以上一行 9名 

 

中津市民病院 (赤字続きの国立中津病院を市が受け継ぎ、平成 12 年 7 月 1 日に再出発) 

（敷地面積 25,238.01 ㎡、建物面積 10,834.11 ㎡、現施設は昭和 44 年 11 月建設） 

〇移譲受入条件等  

１．受入職員の退職金清算を国が行うこと、及び国立病院時に受けた特別昇給は認めない。  

２．運転手、電話交換手、院内保育所保母、共済職員は市民病院においては採用しない。等 

〇移譲経緯 

平成 10 年 3 月 市議会移譲問題特別委員会設置 
平成 10 年 10 月 中津市経営移譲検討委員会設置(別紙答申書) 

平成 11 年 4 月 中津市病院医療体制整備委員会設置(別紙) 
平成 11 年 12 月 市立病院関係条例可決 

平成 12 年 6 月  譲渡契約締結 (資産無償譲渡＋市へ施設整備費 3億 2 千万円) 

〇病院経営上の主な相違 

国立時…実診療科 11 科(医師 18 名)、    病床数 250 床、 看護基準 3：１(看護師 101 名) 

現市立…実診療科 11 科(医師 32＋嘱託医 7)、病床数 250 床、 看護基準 2：１(看護師 102 名) 

〇現中津市民病院(職員 250 名＝正規 195＋嘱託 50＋臨時 5)の主な特徴 

・ 1 日平均入院患者数 191.3 人、 1 日平均外来患者数 296.5 人、 平均在院日数 15.2 日 

・ 小児科医 7名、小児外科医 1名、産婦人科医 3名(平均分娩数 15/月)など特化を図る。 

・ 地域医療機関との連携を図る。(診療連携室の開設。開業医と集談会を毎月開催する。新任

医師は周辺病院・診療所へ挨拶する。整形や脳神経外科・眼科の廃止など診療科の配置効

率化を図る。医療機関や大学教授へ毎月ダイジェスト(医療文献)を送付する) 

・ 紹介率が平成 12 年度は 27％だったが、平成 16 年度は 46.7%となる。 

・ 医師確保…院長が各大学へ足を運ぶ努力が最大の効果を得ている。 

＊黒字経営への主な改善策 (裏頁に決算状況添付) 

(Ｈ16 年度 純利益額 286 百万円、 積立金引当金合計額 1881 百万円、 起債残額 5.5 億円) 

  診療報酬加算を各種取得(紹介加算・急性期加算・小児加算・看護加算・臨床研修加算・他)、 

現業職員の退職不補充と民間委託 などの実施。 

＊施設整備検討委員会(改築を視野)の結論を平成 18 年度に予定している。 

＊救命救急センターの必要性認識は余り深刻ではない。(専門単科病院あり)         以上 




